
平成　　年(ﾜ)第　　号　〇〇事件
原  告　  ○　　　〇　　　〇　　　〇
被  告　  ○　　　〇　　　〇　　　〇
　　　　　　 　　　釈　明　処　分　申　立　書
　　　　　　　                     　　　　 　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
　　〇〇地方裁判所第〇民事部　御中
　　　　　　　　　　　被告訴訟代理人弁護士　　〇　　〇　　〇　　〇　印
　本件では，原告と〇〇〇〇が本件売買契約を締結したか否かが争点となっているところ，双方の主張が対立していることから，上記契約の立会人である××××の陳述を求めることが，争点を明らかにする上で必要である。
　よって，被告は，民訴法１５１条１項２号所定の釈明処分として上記××に陳述させるよう求める。
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